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短期特別課題 千字文を学ぶ Ⅳ

三
体
千
字
文
を
書
く
（
56
）　
　
　
　
　
　
　
締
切
り
　
八
月
二
十
一
日
（
必
着
）

◆	

硬
筆
の
専
門
誌
だ
っ
た
大
書
心
に
一
般
毛

筆
部
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
六

（
一
九
八
一
）
年
四
月
の
こ
と
で
す
。

◆	

「
三
体
千
字
文
」課
題
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

憲
照
先
生
の
穏
健
中
正
で
気
品
の
あ
る
手

本
が
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

◆	

短
期
特
別
課
題
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年

一
月
か
ら
二
年
間
と
平
成
二
十
八
年
の
一

年
間
学
び
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
続
き

で
す
。
原
点
に
返
っ
て
、
基
本
用
筆
と
正

し
い
崩
し
方
を
し
っ
か
り
学
び
ま
し
ょ

う
。

〔
千
字
文
〕

　
四
言
古
詩
二
五
〇
句
、
重
複
し
な
い
千
字

か
ら
な
っ
て
お
り
、
聖
徳
・
修
養
・
修
身
・

斉
家
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
習
字
手
本
で

あ
り
、
初
学
者
の
教
科
書
で
も
あ
っ
た
。

　

梁
り
ょ
う

の
武ぶ

帝て
い

（
在
位
五
〇
二
〜
五
四
九
）
の

命
を
受
け
、

周
し
ゅ
う

興こ
う

嗣し

が
王お

う

羲ぎ

之し

の
筆
跡
中
か

ら
ま
と
め
た
と
い
わ
れ
る
。

〔
解
説
〕

　
空く

う

谷こ
く

傳で
ん

聲せ
い

　
虚き

ょ

堂ど
う

習
し
ゅ
う

聴
ち
ょ
う

人
気
な
い
谷
間
で
声
を
発
す
れ
ば
、
こ
だ
ま
と

な
っ
て
声
を
伝
え
る
。

人
の
い
な
い
家
に
も
耳
が
あ
る
。
独
り
を
慎
む

べ
き
で
あ
る
。

奥
　
村
　
憲
　
照
　
先
　
生
　
書

▼	

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
判
（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）
以

下
の
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
用
具
は
自
由
で
す
。

（
黒
色
に
限
る
）

▼	

毛
筆
部
＝
半
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。（
筆
ペ
ン
可
）

▼	

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

□□ 作品の出し方

▼�

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・

硬
筆
規
定
の
成
績
（
毛
筆
の
場
合
は
毛
筆
漢
字
の

成
績
）
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼	

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に

掲
載
し
ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま

せ
ん
。



新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕
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尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

古
ふる

　田
た

　瑞
ずい

　苑
えん

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

★
こ
れ
が
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　
中
原
中
也
（
一
九
〇
七
～
一
九
三
七
）

　
　
昭
和
初
期
の
詩
人

　
こ
の
言
葉
は
、
三
十
歳
と
い
う
若
さ
で
亡

く
な
っ
た
中
原
中
也
の
「
帰
郷
」
と
い
う
詩

の
一
節
で
す
。

　
人
が
故
郷
に
帰
っ
た
時
の
、
何
と
も
い
え

な
い
安
心
感
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
実
際
に
は
、
彼
は
十
八
歳
の
と
き

故
郷
で
あ
る
山
口
県
か
ら
上
京
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
心
身
の
衰
弱
の
た
め
帰
郷
し
よ
う

と
し
ま
し
た
。
し
か
し
途
中
鎌
倉
で
発
病
し
、

と
う
と
う
そ
の
地
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

◆
９
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　
婦
人
の
胸
中
に
は

　
愛
の
源
泉
が
あ
る

　
　
　
リ
ッ
ト
ン

★
博
愛
を
…
（
書
体
＝
行
草
ま
た
は
草
書
）

　
　
ガ
ン
ジ
ー
（
一
八
一
八
～
一
八
八
三
）

　
　
イ
ン
ド
の
政
治
家

　
彼
は
非
暴
力
的
抵
抗
に
よ
る
、
反
帝
国
主

義
運
動
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
博
愛
は
、
不
特
定
多
数
に
対
す
る
愛
だ
け

に
、
確
固
と
し
た
信
念
が
根
底
に
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
信
念
を
さ
さ
え
る
も

の
と
し
て
の
勇
気
が
、
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

　
博
愛
主
義
を
実
践
す
る
の
は
最
も
人
間
ら

し
い
生
き
方
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

◆
９
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　
真
の
勇
気
は

　
目
撃
者
の
い
な
い

　
場
合
に
示
さ
れ
る

　
▼
教
範
・
書
範
＝
楷
書

　
▼
師
範
＝
行
草
ま
た
は
草
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
行
書
」
で
、
師
範
は
「
楷
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

〔
読
み
〕
博
愛
を
　
実
践
す
る
に
は
　
最
大
の
勇
気
が
必
要

一�般�部�規�定�課�題� 締切り　8 月 21 日（必着）

広
く

力
強
く

曲
線
に
注
意

方
向
の
変
化
を

の
び
や
か
に

丸
み

１
２

３

４

丸み

１

２



新入から１級まで準初段から六段まで

石
いし

　垣
がき

　秀
しゅう

　華
か

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

石
いし

　垣
がき

　秀
しゅう

　華
か

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙
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■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

石
の
香
や
夏な

つ

草久
さ

赤
く
露
暑あ

つ

し

石い
志

の
香
や
夏な

つ

草久
斜

赤
く
露
暑あ

つ

し

石
の
香か

や
夏
草
赤
く
露つ

ゆ

暑
し

	

（
芭
蕉
句
集
よ
り
）

一�般�部�か�な�課�題� 締切り　8 月21 日（必着）

◆
９
月
課
題
予
告

　
鳩は

と

の
声こ

ゑ

身
に
し
み
わ
た
る
岩い

は

戸と

哉

		

〔
出
典
〕
元
禄
二
年
。
曽
良
随
行
日
記
。
殺

生
石
の
題
が
あ
る
。
こ
の
石
は
、
那
須
野
に

あ
る
。

〔
作
者
〕
松
尾
芭
蕉
。
正
保
元
年
（
一
六
四

四
）
～
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
俳
人
。
名

は
宗
房
、
別
号
は
桃
青
・
風
羅
坊
。

〔
大
意
〕
殺せ

っ

生
し
ょ
う

石せ
き

に
は
特
有
の
毒
気
が

あ
っ
て
、
青
か
る
べ
き
夏
草
は
赤
く
、
涼
し

か
る
べ
き
露
も
ま
た
そ
の
た
め
に
暑
く
る
し

い
感
じ
が
す
る
。
誠
に
荒
涼
た
る
景
色
だ
と

の
意
。

〔
解
説
〕
一
行
目
を
少
し
下
げ
て
書
き
は
じ

め
、
二
行
目
を
上
か
ら
軽
快
に
短
く
し
、
三

行
目
で
筆
圧
を
加
え
下
げ
て
書
き
終
わ
っ
た
。

〔
古
筆
参
考
〕

志し久く



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

〔古筆参考〕

−  5  −

本
ほん

阿
あ

弥
み

切
ぎれ

 
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
㋸
㋾

人
し
れ連

ぬ
お於

も
ひ日

の
み
こ
そ曽

わ
び飛

し

け介

れ
我
な
げ介

き支

を
ば
わ
れ
の
み
ぞ曽

し
る流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
の
り利

こ
と
に尓

い
で帝

ゝ
い
は者

ぬ
ば者

か可

り利

ぞ曽

み
な那

せ
が可

は八

し
た多

に尓

か可

よ
ひ日

て
こ
ひ悲

し
き幾

も
の
を越

締
切
り
　
八
月
二
十
一
日
（
必
着
）�

簗や
な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

〔解説〕・ 

㋑
と
㋩
、
㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋭
、
㋺
と
㋩
、

㋺
と
㋥
、
㋺
と
㋭
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・

○
大
き
な
間
。

・

●
行
の
中
の
密
の
動
き
。

・

↓
の
方
向
大
切
。

・
　
　
　
　
　
　
点
の
位
置
注
意
。

◆
９
月
課
題
予
告

　
こ
の
た
び
は
幣ぬ

さ

も
と
り
あ
へ
ず
手た

向む
け

山や
ま

　
も
み
ぢ
の
錦
神
の
ま
に
ま
に

〔
歌
意
〕
織
姫
は
一
年
に
一
度
と
決
め
て
訪

れ
て
く
る
彦
星
を
待
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
ほ
か
に
は
宿
を
貸
す
相
手
な
ど
、
ま
ず

あ
る
ま
い
と
思
う
。

〔
出
典
〕
古
今
和
歌
集

　
　
　
　
　
　
　（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

一日
と

年ゝ
せ

に二

ひ悲

と
た多

び
来
ま万

す春

君
待ま

て
ば盤

宿や
と

か
す
人
も毛

あ
ら
じ
と
ぞ
思於

も

ふ

㋥

㋩㋩ ㋺

㋑

㋭



は が き 課 題 玉
たま

　樹
き

　小
しょう

　華
か

　書

横 書 き 課 題 岡
おか

　嶋
じま

　桂
けい

　川
せん

　書

実　　用　　文
のページ

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　
作
品
の
出
し
方

■
　�

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　�

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　
用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　�（
黒
色
に
限
る
）

■
　
両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  6		−

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

今
年
の
暑
さ
は
例
年
に
な
く
厳
し
い

も
の
で
し
た
が
、
お
疲
れ
を
出
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
か
。
野
外
で
の
テ
ン
ト
張
り

か
ら
、
上
流
の
滝
ま
で
二
時
間
歩
い
た

こ
と
。
子
供
達
の
絵
日
記
は
、
楽
し
い

思

い

出

で

う

ま

り

そ

う

で

す
。
　

締切り　8 月 21 日（必着）



一般部毛筆細字課題

伊
い

　藤
とう

　梅
ばい

　香
こう

　書

一般部毛筆条幅課題

新あ
ら  

井い  

龍
り
ゅ
う  

峰ほ
う

　
書

半紙（３３４mm ×２４０mm）
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行
間
変
更
（
も
と
は
15.3�

pt
）

締
切
り
　
八
月
二
十
一
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

〔�

条
幅
解
説
〕

　
今
月
の
手
本
は
、
左
の
写
真
（
原
寸
大
・
羊
毛
筆
）
で

書
き
ま
し
た
が
、も
う
少
し
大
き
め
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
夏4

も
盛
り
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
残4

暑

　
　
な
お
厳
し
く
お4

元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

　
　
ま
す
か

　
厳4

し
い
暑
さ
も
も
う
一
息

　
　
で
す

　
尚4

一
層
ご
自
愛
下
さ
い
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
）	

	

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■	

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■			

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　	

ま
す
。

■	

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
茂
れ
る
真
夏
の

木
立
が
清
き
泉
に
影
を
浸

し
て
い
る
。

初
出
品
の
方
へ

　	

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

茂も

ぼ

く

せ

い

せ

ん

に

ふ

す

木

俯

淸
泉



−  8		−−  9		−

〔
解
説
〕

夏
か

う

ん

き

ほ

う

お

ほ

し

雲
多
奇
峰

　〔
大
意
〕
夏
の
空
の
雲
は
種
々
な
る
形
し
て
奇
態
な
峰
を
成
す
の
で
あ
る
。

◆
９
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　一般部毛筆漢字課題� 締切り　8 月21 日（必着）

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
行
書
）�

清し

　
水み

ず

　
翠す

い

　
芳ほ

う		

書



−  8		−−  9		−

〔
解
説
〕

　
※	

文
献
に
よ
っ
て
字
体
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
９
月
課
題
予
告※

旁
と
同
じ

　
　
　
精
　
　
　
　
　
　
微
　
　
　
　
　
　��

體
　
　
　
　
　
　
生
　
　
　
　
　
滅
　
　
　
　
　
之

　一般部毛筆漢字課題� 締切り　8 月21 日（必着）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

須す

　
田だ

　
一い

ち

　
葉よ
う		

臨

〔
出
典
〕
集
字
聖
教
序
（
六
七
二
）

〔
筆
者
〕
王
羲
之
法
書
よ
り
集
字

〔
読
み
〕�〕（
空く

う

有う

の
）
精せ

い

微び

を
（
極き

わ

め
、）
　	

　
　
　
　
生

し
ょ
う

滅め
つ

の
（
機き

要よ
う

を
）
体た

い

す
。
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　一般部毛筆かな課題� 締切り　8 月21 日（必着）

〔
句
意
〕�

筑
波
の
空
は
雲
一
つ
な
く
晴
れ
わ
た
っ
て
、
澄

ん
だ
秋
空
の
す
が
す
が
し
さ
が
捉
え
ら
れ
た

句
。
作
者
の
心
も
ま
た
明
る
く
弾
ん
で
い
る
。

鉦か
ね

叩
た
た
き

き
こ
ゆ
る
何な

に

も
な
き
砂す

な

に

〔
古
筆
参
考
〕

◆
９
月
課
題
予
告

赤あ
か

と
ん
ぼほ

筑徒
九

波者

に尓

雲具
も

もゝ
な
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正ま

さ

岡お
か

子し

規き

徒つ者は尓に具く

新
入
か
ら
１
級
ま
で�

浅あ
さ		

井い		

機き		

山ざ
ん		

先		

生		

書
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準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

浅あ
さ		

井い		

機き		

山ざ
ん		

先		

生		

書

−  10		−

　一般部毛筆かな課題� 締切り　8 月21 日（必着）

薄う
す

く
こ
く
い
ろ
ぞ
見み

え
け
る
菊き

く

の
花は

な

　
　
　
　
　
露つ

ゆ

や
心

こ
こ
ろ

を
わ
き
て
置お

く
ら
む

〔
歌
意
〕�

秋
の
海
の
面
に
映
っ
て
い
る
月
を
、
く
り
か
え
し

波
は
洗
う
け
れ
ど
、
こ
の
月
の
色
は
変
わ
ら
な
い
。

〔
古
筆
参
考
〕

◆
９
月
課
題
予
告

	

秋
の
海有

三

に
う
つ
れ連

る
月
を越

立多

ち
か可

へ
り

　
　
　
　
　
　
波奈

み

は者

洗阿
ら

へ
どと

色伊
ろ

も
変可

者

ら
ず須

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清

き
よ
は
ら
の原

深ふ
か

養や

父ぶ

有う連れ多た奈な者は阿あ



よ
　
　
う
　
　
年

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  12		−−  13		−

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　8 月21 日（必着）

だ

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２２

２

２

３

３

３

３
４



（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  12		−−  13		−

小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　8 月21 日（必着）

ス
イ

び

か
ぜ

フ
ク

デ
ン

お
お

あ



小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
前ま

え

　
岨そ

わ

　
玉

ぎ
ょ
く

　
華か

　
書

−  14  −−  15  −

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　8 月21 日（必着）

　
　
　 （
い

な
か
）

チ
ュ
ウ

サ
イ

き

の
ぼ（
る
）

シ
ュ
ウ

１
２

３

４
５

ガ
ン

し
ろ

し
ず

な
み

カ
イ

※
田い

な

か舎
＝
単
語
と
し
て
こ
の
よ
う
に
読
み
ま
す
。



解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

−  14		−−  15		−

中��

二��

・�

三��

年
　
　（
行
書
）

中
　
一
　
年
　
　
　（
行
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　8 月21 日（必着）

コ
ウ

リ
ュ
ウ

セ
ン

シ
ョ
ウ

タ
イ

ケ
ン

ト
ウ

セ
ン



◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、		

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。（
黒
色
に
限
る
）

一
、				

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、		

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  16		−

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

し
ん

せ
ん

い
え

あ
そ

は
な

ま
ん

か
い

な
つ

ぞ
ら

あ
か

し
ろ

さ

る

す

べ

り

の

ふ

い

ぼ

は

な
つ

や
す

は
な

か
い

ど
う

ぞ

※
百さ

る
す
べ
り

日
紅
＝
単
語
と
し
て
こ
の
よ
う
に
読
み
ま
す
。	

しめきり　8 月 21 日（必着）

▼小三年以下の課題　　石
いし

　川
かわ

　加
か

　翠
すい

　書

▼小四年以上の課題　　佐
さ

　藤
とう

　芳
ほう

　泉
せん

　書



−  17		−

幼
年
〜
小
二
年
　
　
酒さ

か

　
井い

　
智と

も

　
仔こ

　
書
　
　

教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

� しめきり　8 月 21 日（必着）��　

1

2

3



−  18		−−  19		−

小
三
〜
小
五
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
碧へ

き

　
友ゆ

う

　
書
　
　

教育部毛筆課題 � しめきり　8 月 21 日（必着）��　

1

2
3

1

2
34
5

中	心



−  18		−−  19		−

小
六
〜
中
二
・
三
年
　
　
永な

が

　
谷た

に

　
恵け

い

　
子こ

　
書
　
　

教育部毛筆課題 � しめきり　8 月 21 日（必着）��　

中	心

※
行
書
は
リ
ズ
ム
よ
く
筆
を
運
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。




